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課題シート
2011-B6-T1-2
青白い赤ちゃん
シート1
山田由美子さんの第2子は、妊娠経過は順調でしたが骨盤位であったため在胎期間38週3日に予定帝王切開で出
生しました。出生体重2950gの女の子でした。出生時から元気に泣いていましたが、全身の皮膚色が青紫色の
ままで改善しないため新生児集中治療室（Neonatal intensive care unit; NICU）に入院となりました。
課題シート
2011-B6-T1-2
青白い赤ちゃん
シート2
新生児科の佐藤先生は山田さんの赤ちゃんに口元酸素投与を行いましたが、皮膚色の改善は認められませんで
した。NICUに入室後、開放型保育器に収容され酸素投与が始まりました。体温37.0℃、心拍数155回/分、呼吸
数55回、血圧65/30mmHg、経皮的酸素飽和度72%（右上肢）でした。ここで佐藤先生は、上肢と下肢で経皮的酸
素飽和度に差があるか調べようと思い、下肢で測定し直したところ経皮的酸素飽和度は85%でした。次に、佐
藤先生は胸部の聴診を行いましたが、心雑音は聴取されませんでした。その後、直ちに入院時検査を行いまし
た。
課題シート
2011-B6-T1-2
青白い赤ちゃん
シート3
佐藤先生は酸素投与を中止し、点滴を確保して薬の投与を開始しました。すると、上肢の経皮的酸素飽和度は
80%まで上昇してきました。
赤ちゃんの病状について、まず父親の山田浩介さんに説明しました。山田さんは説明を聞いて驚くと同時に不
安な気持ちになりました。
課題シート
2011-B6-T1-2
青白い赤ちゃん
シート4
日齢1には薬の投与によって全身状態が安定し、経口哺乳を開始しましたが上手に飲むことができました。同
日、帝王切開後の由美子さんは、車いすに乗って初めて我が子と面会しました。
佐藤先生は御両親が揃ったところで病状説明を行いました。御両親は先生の話を聞いて、赤ちゃんが思いがけ
ない病気を持って生まれてきたことにショックを受けましたが、外科治療が成功すれば健常な生活が可能であ
ることを聞いて少し安心しました
日齢3に由美子さんが赤ちゃんの面会に訪れたところ、赤ちゃんの皮膚色が昨日より黄色くなっていることが
気になりましたが、赤ちゃんの兄も新生児期に皮膚色が黄色かったことを思い出しました。
課題シート
2011-B6-T1-2
青白い赤ちゃん
シート5
日齢3に黄疸に対し佐藤先生は血清総ビリルビン検査を行い、値は13.2mg/dLでした。日齢4に血清総ビリルビ
ン値は自然に低下していました。山田さん夫婦は赤ちゃんの名前を浩美と名付けました。より専門的な治療を
継続するために、同日浩美ちゃんは循環器小児科に転科となりました。生後10日に心臓血管外科で外科手術が
行われ、約2ヶ月の入院の後に退院となりました。退院前に循環器小児科の先生から、今後も定期的な受診や
検査が必要であることを説明され、御両親は今後も浩美ちゃんに手がかかることを知りました。後日、手術が
成功したことを報告するため、御両親は浩美ちゃんと一緒にNICUを訪ねてくれました。
